
物がかすんで見える

物がかすんで見えるという症状の原因には、眼精疲労や調節力低下など目の機能障害によるものから、眼球内の疾患、視神経から脳にいたる神経経路における視覚情報の伝達障害までさまざまです。今回は、加齢に伴い多くの方に起こる白内障について説明させていただきたいと思います。

　「水晶体が濁る」

水晶体は主に目の中でレンズの役目をしていますが、年齢を重ねるにつれて柔軟性が低下し少しずつ濁ってきます。すると、磨りガラスを通したように視界がかすんで見えたり、まぶしく感じたりする症状がでてきます。眼鏡の度も変わってきたり、合わせても合わなくなってきたりします。

　「なぜ濁るの？」

水晶体は加齢により水晶体タンパクの変性が生じ濁ってきます。加齢以外に、紫外線やストレス、打撲により進行速度が速くなります。病気では、糖尿病、目の炎症性疾患、アトピー性皮膚炎、ステロイドを長期に服用されている方、近視の強い方は白内障になりやすい傾向にあります。

　「予防法は？」

紫外線を多く浴びる方は、紫外線カットのサングラスか、遮光レンズ、偏光レンズなどを装用されると予防になります。サングラスはレンズが暗すぎず、ある程度の大きさのものが必要です。その他には、心と体の健康に注意すること、目をたたくなどの刺激を与えないことなどです。

　「治療法は？」

点眼薬では、進行予防の効果しかなく、濁りが強くなって視力障害となっている場合は手術が必要になります。手術は機械や技術の進歩により、より安全に手術が行われるようになっています。手術時間は、目に局所麻酔をして約２０分です。白内障がかなり進行していたり、水晶体の支えが弱い場合は、少し時間がかかります。術後はきちんと点眼したり、傷に感染が起きないように注意が必要です。詳しくは眼科にご相談なさることをお勧めいたします。


